
令和 7 年度 （学び続ける教師を応援する）しまだい学校教員研修 ※対面（集合型） 

研修名 いじめの早期発見・早期対応のために～小・中学校の事例を基に考える～ 

資質向上に関する

指標（文科省） 

教職に必要な素養 

生徒指導 

特別な配慮や支援を必要とする子供へ

の対応 

プログラム指標

（しまだい） 

子ども支援 

学校創造 

キャリアステージ 

自立・向上期（ 1～10年目） ○ 

研修レベル 

基礎（学部 1・2年レベル）  

探究・発展期（10～20年目） ○ 応用（学部 3・4年レベル）  

充実・円熟期（20年目以降） ○ 発展     （大学院レベル） ○ 

開設日 令和７年７月２５日（金） 時間数 6 時間 受講定員 30 名 

会場 

山陰教員研修センター 

（島根大学教育学部附属義務教育学校

前期課程に併設） 

所在地 島根県松江市大輪町 416-4 

授業形態 講義・演習 
対象校種 

 

小学校、中学校、義務教育学校、中等

教育学校、高等学校、特別支援学校

（対象校種外の方は受講できません。）  

実施方法 対面（集合型） 
対象教科 全教科 

対象職種 教諭、養護教諭 

担当講師 

三島
み し ま

 修
しゅう

治
じ

 （元島根大学教職大学院 特任教授） 

小村
お む ら

 俊
と し

美
よ し

  （小村臨床心理士事務所所長、元浜田児童相談所所長） 

 原
はら

   市
まち

 （原 市 法律事務所、島根県弁護士会 弁護士）       

研修内容 

小中学校における、いじめの発生件数は増加している。しかし、いじめをいじめと認知しない

で、児童生徒間の人間関係のトラブルと置き換えたり、普段ありがちな問題と捉えたりして対応が

遅れ、中には重大事態に発展したり、命にかかわったりする事案も見られる。重大事態から見える

学校におけるいじめの対応の課題や事例を基に、組織の一員としてのいじめ対応の在り方や保護者

対応について受講者同士でも意見を交わし、早期発見、早期対応のヒントを探る。 

日 程 

※研修の進み具合

によっては、予定

時間を変更するこ

とがあります。 

時 間 内 容   ※研修中は適宜休憩をとります。 

8：40～ 9：00 受付 

9：00～ 9：10 オリエンテーション 

9：10～10：00 重大事態から見えるいじめの対応の課題  

10：00～12：00 いじめのとらえ方と校内連携の在り方（中学校の事例を基に演習） 

13：00～15：00 
発達障がいのある児童へのいじめ対応と校内連携の在り方（小学校の事例を基

に演習） 

15：00～16：00 児童生徒、保護者に寄り添うこととは 

16：00～16：15    
「実施後アンケート」記入・事務連絡 

※「研修の課題・振り返り」の記入は研修時間内で随時 

研修に関して 

各自準備するもの 
・自校の「いじめ対策基本方針」をご用意ください。 

事前課題 ・特になし 

その他 
・募集要項に記載の携行品等をご持参ください。 

・当日の駐車場は、附属義務教育学校前期課程校庭です。南側入口からお入りください。 

 


